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西宮市景観計画改定（素案）概要版 

 

景観計画とは 
「西宮市景観計画」は、本市の景観マスタープランである「西宮市都市景観形

成基本計画」で示された目指す景観像等を実現するために、景観法及び西宮市都

市景観条例で規定された届出等の各種制度の運用に必要な事項を定めた計画とな

ります。 

今回、「西宮市都市景観形成基本計画」を、社会状況の変化や新しい視点を取り

入れて改定することになりましたので、「西宮市景観計画」においても、当該改定

内容を踏まえて、改定を行います。 

景観計画の構成 
景観計画の構成は以下のとおりです。また、主に改定を行ったのは3点となります。この概要版では、主

な改定点を中心に解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

景観形成基準 

〇守らなければならな

い定量的なルール 

景観形成指針 

〇自主的に守るべき定

性的なルール 

景観計画は基本計画で

示した目標等をかなえ

るためにあるんだね 

※景観形成基準および景観形成指針とは？ 

・景観計画では、景観形成基準と景観形成指針

の２種類のルールを定めています。 

͏ ῨσὂḢχἹ χθϛχ“Ӯτḩβϥṁ

ẉό◙  

 

ψαϛτ   p.1ˢ ẋ◕ὂḢὓᵊˢ ӛˣ τΣΪϥἿ∏ ˢӟᴞʺ ˣx  

・これまでの経緯・改定目的・計画の位置づけの記載 

͍ ὂḢὓᵊχỸӽ   p. 2 

・景観計画の対象範囲を記載→ 西宮市の全域が対象  

͎ ὂḢὓᵊỸӽτΣΪϥ ῨσὂḢχἹ τḩβϥ    p.4  

・基本計画で示す、目指す景観像、景観形成の基本方針等（抜粋）を記載 

ԁ Ỹ   p.8  

・一般地区の建築物・工作物の届出対象・景観形成基準・

景観形成指針※を記載 

⇒主な改定１：建築物の景観形成基準・景観形成指

針の見直し（p.2～5参照） 

⇒主な改定２：工作物の届出対象・景観形成基準・

景観形成指針の見直し（p.6参照） 

͐ ὂḢ σ Ỹχ◙ χ  

p.44 

・重要な地区の指定の考え方を記載 

͑ ὂḢ ὺ ʾὂḢ ẉό

◕ὂḢἹ ὺ χ◙      

p.45 

・重要な建造物や樹木の指定の考え方を記載 

͒ 

    p.46 

・重要な公共施設の考え方を記載 

♠ 1 ὂḢἹ ỸτḩβϥⱧ84.p  ‮ 

・夙川周辺景観形成推進地区の建築物・工作物の届出

対象・景観形成基準・景観形成指針※を記載 

⇒主な改定 3：景観形成推進地区の新設（p.7参照） 

♠͎ ὂḢ ỸτḩβϥⱧ.p   ‮ 60 

・景観重点地区（計6地区）の建築物・工作物の届出

対象・景観形成基準・景観形成指針※を記載 

♠͏ ὂḢЋ˔рƋὂḢϵзϯ   p. 103 

・ゾーン・エリアの具体的な町名を記載 

⇒ゾーン・エリアについては p.4 参照 

⌐
∆╢↓≤ 

一般地区・景観形成推進地区・景観重点

地区の3種類の地区の区分があります 

⇒地区の位置づけについては p.7 参照 

─ ⌐
∆╢↓≤ 

─ ╩ ╕ⅎ≡  
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主な改定 1 建築物の景観形成基準と景観形成指針の見直し 

 

１－１ 景観形成基準 

（１）景観形成基準の区分 

景観計画区域を、都市計画法の規定に定める区域区分および用途地域により区分した区域ごとに景観形成

基準を定めています。 

 

イ区域：市街化調整区域・第一種低層住居専用地域・第二種低層住居専用地域 

ロ区域：第一種中高層住居専用地域・第二種中高層住居専用地域・第一種住居地域・第二種住居地域・ 

準住居地域・準工業地域・工業地域 

ハ区域：近隣商業地域・商業地域 

 

（２）景観形成基準で定める項目 

景観形成基準を定めている項目は以下の３項目です。このうち「形態」、「色彩」の変更を行いました。 

 
 

 

 

 

それぞれの項目で定める内容は、以下の通りです。 

 

①形態 

最大投影立面積とは 

一体の建築物の鉛直投影面積が最大

となる方位から見た場合の立面積。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 

制限値 

 

 

 

区域 イ ロ ハ 

最大投影立

面積（㎡） 
1,500 2,500 ― 

 

 
 

 

    
 

 

 

平均地盤面 

【改定ポイント】 

壁面の最大投影立面積を算定する際の別棟の定義を

変更 

〈現行計画〉 

複数の建物が、地上か

らの高さ８m以下の渡り

廊下などで結ばれている

場合で、かつ棟の間隔が

５ｍ以上ある場合は別棟

とみなします。 

〈改定計画〉 

複数の建物が、地上か

らの高さ10m以下の渡り

廊下などで結ばれている

場合で、かつ棟の間隔が

10ｍ以上ある場合は別棟

とみなします。 

①形態 壁面の大きさに関する制限。「最大投影立面積」により規制  変更あり 

②色彩 外観の色彩に関する制限。「マンセル表色系」により規制   変更あり 

③緑化 道路際の緑化に関する制限。「間口緑視率」により規制    変更なし 

 

基準は具体的な数値が

決められているんだね 

最大投影立面積 

A 棟 

B 棟 

H≦10ｍ 

L≧10ｍ 

A 棟と B棟を別棟とみなして算定 

壁面の最大投影立面積は次の数値以下とする。 

みにゃっこ 
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②色彩 
 

 

 

ᾝ“ὓᵊ ᵠ ӛ 

ʾᵰ ʺᴒ₢σςᵰḢτ► βϥ ⅔χЫрЈи Ὁτ

Ϣϥ ʾ⅔ ψʺⱳχ Ӥ χ ρβϥʻs χ

∙ʺ הʺ∙ ʺйрϹʺϹжІ Ϭ► βϥ Σ

Ϣόᶆ χᾋ χ 10 χ 1 ӟᴞχ ψ Ψˣ 

 

 

 

 

Ỹӽ ϱ к М 

 4 ӟ 8.5 ӟᴞ 4 ӟ 9 ӟᴞ 3 ӟ 9 ӟᴞ 

⅔  
ͧὉʺͮͧὉʺͮὉˢ0˙5.0ͮˣχ ʿ4ӟᴞ 

Ṝӟᵰχ ʿ2ӟᴞ 

 

 

 

 

ʾ ◕ὂḢἹ ὺ χ σςτΣΪϥ“Ӯπʺ ὓ

ᵊτ ›βϥϜχτνΜοψʺ Ṝχṁ τϢϣσΜϜ

χρβϥάρΥπΦϥʻ 

̔ᵰ σςχᵰḢτ► βϥ ⅔χЫрЈи ὉτϢϥ

ʾ⅔ ψʺⱳχ Ӥ χ ρβϥʻθιΰʺӟᴞ

χ τνΜοψάχᾢϤπψσΜʻ 

ʾ ϱʺкỸӽψᶆ χᾋ χ 20 χ 1 ӟᴞχ

ʺМỸӽψᶆ χᾋ χ 10 χ͍ӟᴞχ  

ʾꜛ ∙ ʺ ◕ Υ ϛϥϜχϬ► βϥ  

ʾ ᴒ₢τΣΜο Υṁ χᴞᾢ Ϭᴞᵕϥ∙ Ϭ►

βϥ  

Ỹӽ ϱ к М 

 4 ӟ 8 ӟᴞ 4 ӟ 8.5 ӟᴞ 3 ӟ 8.5 ӟᴞ 

⅔  
ͧὉʺͮͧὉʺͮὉˢ0˙5.0ͮˣχ ʿ4ӟᴞ 

Ṝӟᵰχ ʿ2ӟᴞ 

 

̔ ϱ к̋ỸӽτΣΜοʺ χΞκχ ⅔ ψᶆ χᾋ

χ 10 χ 3 ϘπΰΤ► πΦσΜʻ 

̔ӟᴞχϜχτνΜοψʺ ṁ Ϭ ΰσΜʻ 

ʾ ◕ὂḢἹ ὺ χ ὓᵊτ ›βϥϜχ 

ʾ◕ Υʺ ẋ◕ ◕ὂḢʾᴒᵰῲ⁮ ṳᵓχӪᾋϬ

Φʺ ϛϥϜχ 

 

マンセル表色系とは 

色を定量的に表す体系のひとつ。色相（色あい）、明度（明るさ）、彩度（鮮やかさ）の3つの属性によ

り、記号や数値で色を表したもの。 
 

③緑化 

間口緑視率とは 

境界領域における、道路から見える植栽の量を示したもの。敷地の

道路に面する部分（敷地間口）の、地上から高さ10ｍまでの部分の立

面積（緑化対象立面積）に対する樹木を立面に換算した面積（立面換

算面積）の割合。 

 

 

 

 

 

今回、基準の変更なし 

制限値 

 

 

 

 

  

区域 イ ロ ハ 

間口緑視率

（％） 
10 10 5 

【改定ポイント】 

① 明度の上限値の変更      ② 基準値外色の使用可能上限の変更 
③ 屋根に対する取扱いを追加   ④ 無彩色の取扱いを追加 

道路に面するところが対象 
  

  

高さ 10mまで

の部分が対象 

間口緑視率（％） 

＝
 （立面換算面積）

 （緑化対象立面積） 
×100 

3

3

10

敷地の道路に面する部分の間口

緑視率は、次の数値基準とする。 
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１－２ 景観形成指針 

（１）景観形成指針の区分 

景観ゾーン・景観エリア別に景観形成指針を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エリア名 概要 

ベ
ー
ス
と
な
る
エ
リ
ア 

自然景観 

エリア 

山林・樹林などの自然緑地による

自然景観を主とする区域 

集落景観 

エリア 

古くからの農村集落の佇まいを残

す景観を主とする区域 

低層住宅 

景観エリア 

住宅地のうち、低層住宅による住

宅景観を主とする区域 

中低層住宅 

景観エリア 

住宅地のうち、中低層住宅による

住宅景観を主とする区域 

都市型住宅 

景観エリア 

駅及び商業地周辺に広がる中低層

住宅景観を主とする区域 

商業景観 

エリア 

駅周辺などの都市・地域の中心と

なる商業業務景観を主とする区域 

産業・住宅 

景観エリア 

産業施設と住宅が共存する景観を

主とする区域 

流通産業 

景観エリア 

産業団地等の流通産業施設による

景観を主とする区域 

上
乗
せ 

沿道商業 
景観エリア 

国道沿道の商業業務景観を主とす
る区域 

  

【改定ポイント】 

 ̧これまで市域全域で一律であった景観形成指針を、よりきめ細かい特性に応じた景観誘導ができる

よう、景観ゾーン・景観エリア別に設定 

〇 景観ゾーン 

・西宮市の山から海へと至る

地形的な特徴を感じられる

景観を創り出すために設定 

 

〇 景観エリア 

・土地利用等に応じた景観への適切な配慮を促すために設定 

 

国道176号、171号、

43号、2号に面する

敷地は、ベースとなる

エリアの景観形成指

針と併せて、沿道商業

景観エリアの景観形

成指針も守るよう努

めてください。 

●●エリア 

△△エリア □□エリア 

沿道商業景観

エリア 

場所にあった具体的な 

ルールがつくられたよ！ 
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（２）景観ゾーン・景観エリア別の景観形成指針の例 

西宮市都市景観形成基本計画で示す各エリアの景観形成の基本的な方向性の内容を踏まえ、建築行為等の

際に具体的にどのような配慮が必要となるのかを指針として定めています。以下に景観形成指針の例を示し

ます。 

 

  

 

‮  ὂḢἹ ◙  
βϥЋ˔р 

╦ḧ 
╦
ẅ   

ᵤ 

 
ʾ  ╦Ὁχ╦ ϙϬ ὂρβϥּה πψʺ Τϣ

ᾋ Ϋϥ ϛχ πΚϥάρϬӪ꜡ΰθὓᵊρβϥ  ̒
 ˓   

Ἱ  

  

ʾꜛ ἹϬ ΰ ζ̋χῠ τ Ϙδθ Ἱτβϥσςʺ

ꜛ ὂḢϬ ᵲΰσΜἹ ʾ ρβϥʻ 
˓ ˓   

Ӫ  
ʾὺ ρΰοχНжрІρ τ ΰθӪ ρβ

ϥʻ 
˓ ˓ ˓ ˓ 

 ⅔ 

ʾᵰ ʺᴒ₢σςᵰḢχ ⅔ψʺ π ʺ ⅔ Ϭ

ṁ ρΰʺ ὺ χ ⅔ρ ήδϥρρϜτʺ╦

ϙϞ χ ρ βϥ κ ΜθϜχρβϥʻ 

˓ ˓   

 ᴟ 

ʾּה πψʺ Τϣ╦ ϙϬ ὂρΰοᾋθρΦχ

χ τϜ Ϭ ΰʺּה ρԁ ρσμθὂ

ḢϬἹ βϥʻ 

 ˓   

ḧὂḢ 
ʾ τΚμοψʺ ᶨχΚθθΤϙϬḇαϣϦϥ ḧ

ὂḢϬἹ βϥʻ 
˓ ˓ ˓ ˓ 

 

‮  ὂḢἹ ◙  
βϥЋ˔р 

╦ḧ 
╦
ẅ   

ᵤ 

 

ʾᵃ σם Ϭ Ϊʺ ρלχΰ τ ϛϥάρϬ

τʺ ӽχḺτώήϩΰΜʺ ϩΜρ ᶊχḇαϣϦϥ

ϘκσϙχὂḢἹ τṄ βϥὓᵊρβϥʻ 

˓ ˓ ˓ ˓ 

Ἱ  

  

ʾ Ộ☼ σςπψʺ χ Ϭ ΤϣЈАЕНА

ϼΰʺ ρχԁ σ τằβϥάρπʺϘκσϙ

χᵙ ρ ϩΜχ τṄ ήδϥʻ 

˓ ˓ ˓ ˓ 

Ӫ  
ʾ Ộ☼ σςπψʺ π ϩΜϬם ΰʺ ‰

ψ ᶊϞ κ ΦχΚϥӪ ρβϥʻ 
˓ ˓ ˓ ˓ 

 ⅔ 
ʾᵰ ʺᴒ₢σςᵰḢχ ⅔ψʺ ὺ χ ⅔ρ

ήδϥρρϜτʺ χ ΥֳΠϥϜχρβϥʻ 
  ˓ ˓ 

 ᴟ 
ʾ ẽᵦ σςχ῝ Ἃḧτ βϥ Ϭ῟ᴮ τ ᴟ

ΰʺϘκσϙτ⅔ϤϬ βϥʻ 
˓ ˓ ˓ ˓ 

ḧὂḢ 
ʾ Ộ τΚμοψʺ ψᵙ σ ϩΜϬʺ ‰

πψ κ ΦϬӪ꜡ΰθ ḧὂḢϬἹ βϥʻ 
˓ ˓ ˓ ˓ 

  

 

‮  ὂḢἹ ◙  
βϥЋ˔р 

╦ḧ  

 

ʾ έρχ ᶤϞὂḢ Ϭ ϘΠ ל̋ ρΰοχ ԁḇϞ

ϒχ Ϭ τʺ ϩΜχ τϜ ϬḇαϥάρΥπΦ

ϥϘκσϙχὂḢἹ τṄ βϥὓᵊρβϥʻ 

˓ ˓ 

Ἱ  

  
ʾ ϞІϸϱжϱр χ ΰχ τϜ βϥʻ ˓ ˓ 

ᵰ ὓᵊ 
ʾ Ộ☼ σςΥ ϤלΜτ κ ϐỸӽψʺ ϩΜϬ ΰσΜ

ϢΞʺ ∑χӤΜψớ ΪσΜʻ 
˓ ˓ 

  

阪急西宮北口駅北側 

配慮すべき視点ごとに

指針を記載しています 

 

エリアの特性に応じた景観形成指針を定めています 

国道２号沿道（産所町付

近） 

沿道商業景観エリアに該当する場合は、

ベースとなるエリアの指針と合わせて、

沿道商業景観エリアの指針にも対応 

℮╢⅔™≤

⌂ ╠⇔⅜

∆╢ ─

 

 

─ ≤⇔≡

╦™≤ ╩

∂╢

─  

 

╦™─ ⌐╙⁸

╩ ∂╢↓≤

⅜≢⅝╢ ⌂

─  

 

西宮名塩ニュータウン 

中
低
層
住
宅
景
観
エ
リ
ア 

商
業
景
観
エ
リ
ア 

沿
道
商
業
景
観
エ
リ
ア 

基本計画における景観
形成の基本的な方向性 

景観計画における景観形成指針（抜粋） 

各景観形成指針がどのゾ

ーンに適用されるか記載

しています 
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主な改定２ 工作物の景観形成基準と景観形成指針の見直し 

 

 
 
 
 

２－１ 工作物の分類について 

工作物の特性に応じて、以下の4種類に分類しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

２－２ 景観形成基準および景観形成指針（誘導基準） 

 ὂḢἹ ◙  

Ῥ⌠  
ʾ‰Μӡ τ ΰᾋ Ϋϥ ρσϥ ›ψʺ χ ⅔Ϭ► ΰ

σΜσςʺἋσςχ ὂρ ΰʺὖΜԊ Ϭ ΠϥϢΞῬ βϥʻ 

ἷῬ⌠  
ʾ⌠Ộ Ϟ χ ╛σԊ Ϭ ΠϥἋḧψʺ ΤϣᾋΠσΜ

ρΰʺϞϚϬ γᾋΠϥ ›ψ ⅝σςτϢϥ ὂϬ ϥʻ 

ἷῬ⌠  
ʾ σ τσϣσΜϢΞ ΰʺӊ ḇϬ ᾚβϥθϛτʺ ᴟ

Ϟ σςχῬ Ϭβϥʻ 

‰ᴯ  

ỆϤϡΞ  

ʾὥϞỆẂϬІзЭτᾋδϥάρπӊ ḇϞӧӊḇϬḜ βϥσςʺϘ

κσϙχІϾ˔иρχНжрІτ βϥʻ 

  

 ὂḢἹ ṁ ˢ ⅔ˣ 

Ῥ⌠  

ʾӟᴞχ ⅔χựⱨ χ ʺΩϜ Ӥρ βϥ ⅔ρβϥʻs Ѐрϼз

˔Е χ ʺ ψꜛ ∙ϞІГрйІ π ◕ Υ ϛϥϜ

χϬ► βϥ ψ Ψˣ 

Ѝ˔ϼУжϳрˢ10YR2/1ˣ жϱЕЦ˔Ѕвˢ2.5Y8/1ˣ  

Ͻй˔Ц˔Ѕвˢ10YR6/1ˣ 

ἷῬ⌠  ʾὺ χ ⅔ṁ τ αϥʻ 

ἷῬ⌠  
ʾ ψṁ τ ρβϥΥʺ βϥ ›ψʺ ˢ͑YR˙͑Yˣ̋

ˢ6˙8.5ˣ̋ ⅔ ˢ0˙1ˣρβϥʻs N Ὁψ Ψˣ 

‰ᴯ  

ỆϤϡΞ  

ʾ ˢ2˙8.5ˣ̋ ⅔ ˢ1ӟᴞˣρβϥʻs ᶆ χᾋ χ 1/20 ӟᴞ

χ ʺ ψꜛ ∙ϞІГрйІ π ◕ Υ ϛϥϜχϬ►

βϥ ψ Ψˣ 

【改定ポイント】 

 ̧これまで全ての工作物に対し、一律であった景観形成基準・景観形成指針を、その特性に応じた

景観誘導ができるよう、次の分類ごとに設定 

１．塔状工作物 

◆特徴 

塔状に高さが高くなるもの 

 

◆工作物の種類 

高架水槽、煙突、装飾塔、

記念塔、電波塔、アンテ

ナ、鉄筋コンクリート柱、

鉄柱、昇降機、 

発電用風力設備 

など 

 

 

２．箱型工作物 

◆特徴 

建築物と同様で箱型の形態

を持ち、ボリュームが大き

くなるもの 

 

◆工作物の種類 

自動車車庫、プラント、石

油貯蔵施設 など 

 

３．壁型工作物 

◆特徴 

壁型に連なり、壁面が長大

になるもの 

 

◆工作物の種類 

擁壁、垣、さく、門、塀 

など 

 

 

４．高架道路、橋りょう等 

◆特徴 

線状に広く伸び、脚や桁が

大きくなるもの 

 

◆工作物の種類 

高架道路、橋りょう など 

 

かたちや大きさによって

見え方も変わるね 

〇 景観形成指針

（抜粋） 

・種別に応じた見え方

の配慮方法を記載 

 

〇 景観形成基準 

・建築物の基準を踏

まえながら、より周

辺に溶け込ませ、目

立たなくするため

の色彩基準 
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３－１ 地区区分の関係性 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 夙川周辺地区景観形成推進地区の指定について 

〇景観形成の基本指針（テーマ） 

①市内を代表する景観要素である夙川の緑豊かで趣のある河川景観

の保全を図ります。 

②河川敷の松や桜の並木などの緑と調和し一体となった、落ち着きと

うるおいのあふれる住宅地景観の形成を図ります。 

③夙川を軸とした甲山などへと至る眺望景観の保全を図ります。 

〇景観形成指針（抜粋） 

ἹḢὂ  ‮ ◙  

 
ʾỆ χ♪ Τϣ Ϭ꞊ρΰ ╦σςτ♩ϥ ΰΜ ὂḢχ ʾΰ

τ ΰθὓᵊρβϥʻ 

Ϙκσϙ 

ρχ  

ʾ ל σςχꜛ ḕẽϞ ὺ ρχ τ ΰʺ ԁḇχΚϥϘκ

σϙϬ ήδϥʻ 

ʾἹ  
ʾ τ βϥ πψʺᴱ ẉόζχ χἋḧ ῲΥϤτ ΰʺ

Ϭớ ЈАЕНАϼήδθ ρβϥʻ 

Ӫ  

ʾᵰḢτψʺꜛ ∙ϞלḇχΚϥϜχˢ χ׳ Ϟ ϩΜχΚϥ Эжσ

ςτϢϤ ρσϣσΜϜχˣϬ ớ τ► ΰʺ ϙϬⱱθδθᵰḢχ

ξΨϤτ ϛϥάρʻ 

 ⅔ 

ᵰʾ ᴒ̋₢σςχᵰḢχ ⅔ψʺͮ ,ͮͧὉχ Ϭṁ ρΰθ Ϭ ΥΪʺ

ὺ χ ⅔ρ ήδϥρρϜτʺ Ϟ╦ ϙχ ρ βϥ κ

ΜθϜχρβϥʻ 

 ᴟ 
ʾ τ βϥ Ϟ ẽᵦ σςχ῝ Ἃḧτ βϥ Ϭ῟ᴮ τ ᴟ

ΰʺᴱ χ ρԁ ρσμθΞϥΣΜχΚϥἋḧϬ βϥʻ 

【改定ポイント】  

 ̧景観上重要な地区のひとつとして「景観形成推進地区」を新設 

みんなに愛される

夙川を守るために

指定されるんだね 

 ̧景観形成推進地区〈新設〉 

一般地区の景観形成基準と地区独自の景観形成指針によって、 

地区の個性を活かした良好な景観形成を進める地区 

※指定は市が任意に行う 

 ̧一般地区 

景観形成基準と景観ゾーン・景観エリア別の景観形成指針によって、 

良好な景観形成を進める地区 

 

 ̧重点地区 

地区独自の景観形成基準と景観形成指針によって、地区の 

個性を活かした良好な景観形成を積極的に進める地区 

※指定は地区のみなさまの合意形成を図りながら行う 
機運が高まれば

重点地区へ 

近くに守りたい景観

はないかな？ 

●●エリア 

△△エリア 
□□エリア 
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